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藤井・仲田（2021）

標準的な
疫学モデル
（SIR Model）

＋
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シミュレーション（日本全体・今後一年）

• 赤：GDP損失1.5％
• 黒：GDP損失２％
• 青：GDP損失３％
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シンプルなモデルを使用

 シンプルな疫学モデルに、シンプルな形で経済活動を追加

 感染症と経済を考える際に重要であろう様々な要素は明示的にモデルに入っていない

 重要であろう要素の数々

 経済：労働市場、消費、格差、失業、自殺、設備投資、消費者心理、輸出・輸入、給付金、時短要請、ネットワーク効果、テレワークの生産
性、銀行、倒産、etc.

 感染：職業別異質性、人々の内生的なリスク回避行動、各自治体におけるワクチン接種準備状況の異質性、ワクチンの感染予防効果の
減少、抗体カクテル、etc.

 これらの要素を考慮したい場合は、パラメター調整・エラータームを通して強引に考慮

 参考資料：「シンプルなモデルに基づいた政策分析・提言」

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Slides_20210307c.pdf
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毎週更新

参考資料：「何故、毎週更新か」
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Slides_20210316b.pdf 5



「研究」ではなく「リアルタイムの政策分析」

 研究

 時間をかけて真実を解明することを目指す

 将来の政策判断・意思決定に役に立つことを目標とする

 現在進行形の政策分析

 真実が短期間には解明できないことを受け入れる

 その中で、議論のたたき台・新たな気付き・ある程度信頼できる予測・戦略のオプション等を提供することを目指す

 現在の政策判断・意思決定の役に立つことを目標とする

 参考資料：「経済モデルに基づく政策分析・提言」

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Slides_20210307b.pdf
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中央銀行のモデル分析

リスクの定量化・
可視化

政策の選択肢
の提示・分析
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発信

 モデルの予測精度の記録・不確実性度合いの伝達
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発信

 コード全て公開・過去の分析に簡単にアクセス
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具体的な分析内容の例

 1月・2月

 緊急宣言解除基準分析

 3月・4月

 解除後の経済促進ペース分析、変異株、次の緊急事
態宣言の指針

 5月・6月

 フォワードガイダンス、五輪の影響

 7月・8月

 超過自殺、ロックダウン、長期見通し（出口戦略）

 9月・10月

 感染と人流の相関、感染急減少の要因

https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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1月後半・ 2月前半の分析とメッセージ
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1月・2月の分析とメッセージ

 今すぐ解除だと再度緊急事態宣言発令が回避できない

 再度宣言発令だと・・・

 死亡者数も経済損失も両方大きい

 感染症対策と経済活動は短期的にはトレードオフの関係

 だが中・長期的には必ずしもそうではない
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1月・2月の分析とメッセージ

 分析する前の予想

 疫学モデルに経済活動を追加したら、疫学モデルで考えているよりかは「早めに
解除が望ましい」という結果になるだろう

 "発見"

 新規感染者数をある程度下げてから解除することは、感染症対策としてだけで
はなく、経済活動の視点からも正しい政策かもしれない
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